
【国語／⼩説】 

〜ClassPad.net の各種ふせん、同時編集機能を活⽤する〜 
知識を⾝につけ、深い理解を促進する授業 

語彙や周辺知識を活⽤し、作品に込められた主題の深さに迫る。 
 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の流れ 

概要の説明 
（前回までの授業で、「羅⽣⾨」の特徴
的な表現の解説が終わっている状態） 
今回は「下⼈」の⼈物像に注⽬しながら
読むことで、通説とされている作品の主
題に迫ることを説明する。 
 
 
 
 
 
 
グループによる読解・発表 
クラスをいくつかのグループに分け、
「下⼈」の⼈物像を読み取らせる。その
際、本⽂からその⼈物像が読み取れる部
分を記載させ、論理的に読み取ったもの
であることを⽰すよう指⽰する。 
いくつかの⼈物像を記載できた頃合いを
⾒て、各グループに読み取った内容を発
表してもらう。教師は、適宜質問や補⾜
を加え、⽣徒をサポートする。 
そして、複数のグループに共通して出て
きた⼈物像に焦点をあて、その場でまと
めていく。 

 ClassPad.net での操作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事前に提出⽤のテキストふせんを⽤
意しておき、授業⽀援機能で各グル
ープの代表に送信する。そして同時
編集機能により、共有したテキスト
ふせんに読み取ったことを記載させ
る。 
発表の際は、グループで記載したテ
キストふせんを電⼦⿊板やプロジェ
クターで投影しながら説明させる。 
共通する⼈物像をまとめる際は、教
師がその場で新たなテキストふせん
を作り、投影した状態でまとめてい
く。 
 
 
 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：作中に何気なく出てくる⾔葉が、実は作者によって周到に⽤意されたものである

ことに気づかせ、⼩説の⾯⽩さと奥深さを味合わせる。 
⽣徒向けの⽬標：グループごとの共有・話し合いを経て⾏った読解が、作品に込められた深い思想

への⼊り⼝にあたることを体験し、今後の読解活動への⼀助とする。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・板書時間削減   ：事前に作成したデジタルノートを電⼦⿊板やプロジェクターに映すだけで授業

を進められるので、グループワークや解説などに、⼗分な時間を確保できる。 

・⽣徒の集中⼒アップ：要所に同時編集機能を⽤いたグループワークや、リンクふせんを利⽤した動画
視聴を⽤意し、難しい内容にも集中⼒を切らさず取り組ませることができる。 

・協働学習促進   ：グループワークにおいて同時編集機能を活⽤することで、⼿間をかけずに意⾒
の共有や集約が可能になり、話し合いに多くの時間を取れる。 
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⼈物像のまとめ① 
ほぼ確実に出てくる共通点の⼀つ⽬であ
る「感情的である」という点について、
実際に「下⼈」の感情の起伏がわかる部
分を本⽂から探させ、線を引かせる。 
教師は、⽣徒から挙がった発⾒をまとめ
として⾒せる。 
 
 
 
 
 
⼈物像のまとめ② 
もう⼀つの共通点として挙げられる「善
にも悪にもなりきれない」という点につ
いて、その背景となっている内容に関係
する動画を視聴させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
主題に関する定説・ 
                作⾵の解説 
step4 までの内容をもとに、作品に込めら
れている主題の定説を解説する 
また、そのような定説が成り⽴つ根拠の
⼀つとして、作者である芥川⿓之介の思
想や作⾵にも触れる。 
 
 
 
 
 
 
まとめ・宿題 
授業内容を簡単に振り返る。そして宿題
として、最終的に「悪」に陥った⼈間が
どうなるかを暗⽰している部分を本⽂か
ら探させ、次回授業時までに提出するよ
う指⽰する。 
 
 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
「羅⽣⾨」という作品の元になった、
「『今昔物語 巻第⼆⼗九 第⼗⼋話』」
を読み、「羅⽣⾨」との違いを読み取っ
ていく。 
 
 
 
 
 
 

 
事前にカメラふせん提出⽤のフォル
ダを作っておく。⽣徒には教科書本
⽂の線引きした部分をカメラふせん
の機能で撮影し、提出するよう指⽰
する。そして回収したものを⼀覧
し、共通した部分が多いことを確認
する。 
その上で、発⾒された共通点をテキ
ストふせんにまとめる。 
 
 
 
YouTube 動画「【⾼校⽣のための倫
理】近代⽂芸思想（⽇本思想）」
（https://www.youtube.com/watch?v
=lZkH9L24UoQ&t=36s）の⼀部を
⾒せる。 
動画内で中⼼的に扱われる夏⽬漱⽯
について、EX-word ふせんを⽤いて
補⾜する。	
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 
 
 
少々難解な内容を、EX-wordふせん
を利⽤しながら説明する。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 
 
 
 
 
 
 
授業の最後に、ここまでの授業内容
がまとめられたデジタルノートをそ
のまま⽣徒に共有する。 
宿題は、その中にあらかじめ⽤意し
ていたテキストに記載させ、授業⽀
援機能で回収する。 
 
 
 
 
 
 
 
原典となった⽂章をテキストふせん
に⽤意し、電⼦⿊板やプロジェクタ
ーで映して、難解な箇所を解説しな
がら⼀緒に読む。 
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